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　　　　　　　　　改暦問題の其の後
　現行暦を改正するといふ問題については，昨年來，本誌上に於いて幾度も
讃者の注意を喚起した所であり，途には三二の各方面も動き出して，選まき
ながら，民聞に於いても，政府に於いても，多少の意見交換や，意志表示を
したことにもなったが，國際聯盟では豫定の如く，去1931年10，月12日より同
24日まで，スヰス國ジエネブで第四回交通総會の機に特別委員會が開かれ，
聯盟各國の代表者たちが曾議した結果，途に，時期尚早のため，改暦問題は
爾ほ今後も研究を綾行ずることを約束して，決定は延期された由・
　外務省よりの通知は下の通りである。
（爲）
　條三善通野山三三九二號
　昭和六年十刀十七El　　　外務次冒　　永　　非　　松　　三下
　文部次官中川健藏殿
　　　　　　　　　　　改暦問題二闇ス」し件
　　Ai般伊藤交通総會代表ヨリ第四i司交通総會ハ十月十二Hヨリ同二十四
　日迄開催セラレタル廣改暦問題二二シテバ特二委員會テ設ケ改暦二二ス
40 吹暦問題の其の後
ル第四回交通糸囎準備調書テ基礎トシテ討議ノ結果←一）移動祭日（復活
祭）二關シテ・・之力安定テ認ムル旨ノ宣言ヲ探揮シタルモ（こ二）暦改正
二關シテ・・機未ダ熟セズ各國共之力實現二難色アリタルヲ以テ結局何等
ノ決定テ見ルニ至ラス軍二從來ノ経過ヲ述へ之力研究テ績行スヘキ旨ノ
意見書ヲ探用スルニ止メタル旨電報アリタルニ付右藪二麺報ス．
　此の報は吾人をして大に安堵せしめるものである．殊に，吾が國に於いて
は，此の改暦問題の研究は兎角手遅れ勝ちで，今尚ほ國内委員さへ出來てる
ない仕末であるのだから，此のまSで，聯盟の決議をつきつけられ，無理や
りに實行を強要せられるのは，最も困難なわけである．幸ひに延期になった
が，しかし，延期は要るに延期であって，近いうちに必ずや再び此の問題が
國内及び國外に於ける重大事項として論議せられる時が來るのであるから，
吾が丁目諸氏は，國家や祉會生活のため，一…層勉めて研究を綾けられ，耐會
の輿論を指導せられん事を望みたい．
　尚ほ，此の改暦問題については，
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に，問題の核心となるべき要領や，材料や，表などが満載されてるるのであ
るから，熟頂玩味せられたく，叉下記のパムフレ5も少緻淺ってみるから，
本會事務室に申出でられたV・．
　　　　　山本博士講演　L改暦問題についで　　　　　　實費　10鑓　（郵視共）
　　　　　　　　昭和6年9月2］日，京都纏濟會にて講演せられしものの旧記
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